
地域リハビリテーション広域支援センターの公開フォーラム

～地域に開かれた健康増進の拠点を目指して～
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【はじめに】

地域リハビリテーション広域支援センターの役割

＜研修等の実施を通じた協働促進＞
＜一般住民に対する健康増進・介護予防の取り組み支援＞etc.

【方法】

から を収集

より地域住民の健康増進に寄与し、
運営側も楽しめるフォーラムにするために

過去8回の公開フォーラムを振り返る

【結論】 これからの公開フォーラムの目的

健康増進の意識の高い方々に使ってもらえる情報・具体的方法を提案する

地域住民と専門職が社会資源として交流できる場を提供する

【結果】

運営主体

平成22年度から23年度 平成26年度から27年度

脳卒中リハ連携システム構築モデル事業
協議会が主催で広域支援センターが共催

患者含む多職種シンポジウム

126名中 一般市民 61名

平成24年度から25年度

モデル事業の運営メンバーが有志
で企画し広域支援センターが共催

患者含む多職種シンポジウム

109名中 一般市民 2名

地域リハビリテーション連絡協議会が主催し
4市の地域包括支援センターが協力

市民の健康増進活動発表・グループワーク

103名中 一般市民 46名 ・ 95名中 45名

発表して良かった。医師の講演を聞きたい。

平成28年度 平成29年度

広域支援センターが企画
地域リハビリテーション連絡協議会が協力

医師の講演・市民の健康増進活動発表・
専門職の相談・体験ブース

123名

申し込み不要で参加しやすい。
正面玄関を開けて欲しい。

広域支援センターが企画
地域リハビリテーション連絡協議会が協力

医師の講演・市民の健康増進活動の発表・専門職
の相談・体験ブース・地域の多団体の活動報告

170名

健康を意識するようになった。
地域に貢献したい。

運営主体

開催内容

参加者数

住民の反応

チラシ
会議資料
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運営主体
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平成30年度

開催内容

参加者数

住民の反応

広域支援センターが企画
地域リハビリテーション連絡協議会が協力

医師の講演・市民の健康増進活動の発表・専門職
の相談・体験ブース・地域の多団体の活動報告

110名（台風）

＜8年間の変化＞ 参加団体が増加。 市民のリピーターが健康チェックとして利用。 市民も地域貢献を目指して啓発の場を求めている！

具体的で良かった。参加出来ない人に伝えます。
ブースを出すにはどうしたらいいですか？


